児童虐待、いじめ、体罰、セクシュアル・ハラスメントの

現状と取組状況
児童虐待等

<児童虐待>

１　現　状：大阪府子ども家庭センター(以下、「子ども家庭センター」という。)における児童虐待への対応状況

   　○　子ども家庭センターにおける児童虐待相談処理件数については、平成12年5月の児童虐待防止法施行に伴い、平成13年度から平成16年1月に岸和田市内で発覚した児童虐待事件の翌年度である平成16年度をピークに増加した。

○　平成18年度は、堺市が政令指定都市に移行したことにより２年連続して減少しているが、堺市分を含めると3,595件であり、依然として高い水準で推移している［図表１］。

　 　○　児童虐待相談は、子ども家庭センターが家庭に介入的に関わり、保護者と対立関係になることが多いことから、通常相談とは異なり、保護者に相談意欲が乏しく、児童虐待の事実を認めなかったり、子ども家庭センターの関わりを拒否することも多くみられる。

　 　○　このため、安全確認のための家庭への立入調査や保護者の同意を得られない一時保護の件数が増加傾向にある［図表２、図表３、図表４］。また、子ども家庭センターが児童虐待に対して必要な調整、相談を行うとともに、同センター等と連携して専門的見地から対応にあたる弁護士、医師から成る「大阪府児童虐待等危機介入援助チーム」の活動も平成18年度延べ504回と増加傾向にある［図表５］。

２　取組状況

   (1)　18年度までの取組［図表６］

　　   ○　すべての子ども家庭センターに児童虐待対応の専門セクションを設置するなど子ども家庭センターの体制強化を図ってきたところであるが、平成16年1月に岸和田市内で発覚した児童虐待事件を契機に、子ども家庭センターの体制をさらに強化するとともに、夜間・休日でも児童虐待通告に対応できる体制を整備した。
　　   ○　児童福祉法改正(平成17年４月施行)により市町村が児童家庭相談の窓口と位置づけられたことに伴い、市町村担当職員向けガイドラインの作成、市町村担当職員への研修等市町村における児童家庭相談体制整備の支援を行っている。また、市町村における要保護児童対策地域協議会の設置を促進し、今年度中に40市町村が設置予定である。

○　 さらに、子ども虐待防止アドバイザー(愛称：子ども家庭サポーター)の養成や、乳幼児健診の未受診家庭を訪問し必要な子育て支援サービスにつなげる事業を実施する市町村に対して補助を行った。

   (2)　取組の充実：保護を要する子どもの権利擁護システムの構築（第三者性

の確保）

○  大阪府社会福祉審議会児童福祉専門分科会児童措置審査部会の機能強化
　　　　    現行では、子ども家庭センターの採る措置と児童又は保護者の意向が一致しない場合や子ども家庭センターの処遇に関して専門的知見を要する場合、当審査部会に諮問し答申を得ていたが、さらに専門委員を選任したうえで、以下の機能を強化する。

　　　　・子ども家庭センター業務の年1回定期点検

　　　　・重大事案発生時の検証（平成20年4月施行の児童虐待防止法改正を反映）

　　  ○ 「審査案件相談チーム」の設置

　　　　・一時保護や施設入所措置などの行政処分に対する審査請求の裁決時に外部の弁護士や児童福祉の専門家の意見を聴取

 <児童養護施設等での事案>

  １　現　状

　　　 大阪府所管の児童養護施設は22施設、乳児院は3施設、情緒障害児短期治療施設は3施設、児童自立支援施設は2施設があり、平成18年度における児童養護施設等における体罰等重大な人権侵害事案は０件となっている。

	（単位：件数）

	15年度
	16年度
	17年度
	18年度

	
	4
	0
	1
	0


　　                                           

２　取組状況

  　(1)　18年度までの取組
   ○　児童福祉施設最低基準に基づき、施設において、入所児童又はその保護者等からの苦情に対する窓口の設置や利用者の立場や状況に配慮した適切な対応を図るため第三者委員を設置するなど苦情解決の仕組みを構築するよう指導している。

また、施設と利用者との間で解決困難なケースについては、社会福祉法に基づき設置されている大阪府社会福祉協議会運営適正化委員会において、苦情解決のための相談助言、あっせん等を実施している。

　　　  ○ 　児童福祉法等に基づく指導監査の中で、入所者を平等に取り扱う原則や虐待等の禁止、懲戒権の濫用禁止など最低基準の遵守等についての検査を実施している。

　　　 ○　子ども家庭センターにおける訪問指導により、施設内における入所児童に対する処遇面の確認を行っている。

　　(2)　取組の充実：児童福祉施設における権利擁護機能の追加）

　　　　○　施設内で人権侵害事案等が発生した場合、入所児童の身体や心に計り知れないダメージを与えることから、本府関係機関が連携して迅速かつ適切な対応を図るため「人権侵害事案等対応マニュアル」を作成した。

○　 第三者の専門家で構成する「施設処遇検証支援チーム」を設置し、施設における人権侵害案件の発生原因の分析や再発防止策等の必要な助言を得る。　

　　   ○   児童福祉法に基づく施設の処遇監査を２年に１回から毎年実施することにより、施設内における人権侵害事案の防止等に努める。

いじめ

１　現　状

(認知件数)
　　府内の公立学校(※)における平成18年度のいじめの認知件数は、2,628件(対前年度比1,845件増)であった。これは、昨年度全国で相次いで生起したいじめ事案を受け、いじめの定義が変わったことによることが大きい。1,000人あたりの認知件数は、4.5件となっている。
私立学校においては、統計を取り始めた平成18年度の認知件数は、372件であり、1,000人あたりの認知件数は、3.2件となっている。［図表７］。
　　※「公立学校」…公立小・中・高等学校及び盲・聾・養護学校

　　　 ・公立小・中学校…政令指定都市(大阪市、堺市)を除く

　　　 ・公立高等学校…府立高等学校及び東大阪・岸和田市立高等学校

　  　 ・公立盲・聾・養護学校…府立盲・聾・養護学校及び八尾市立養護学校

(校種別)
公立学校においては、小学校1,081件(対前年度比938件増)、中学校1,341件(同794件増)、高等学校202件(同112件増)、盲・聾・養護学校4件(同1件増)であり、中学校が最も多く、増加傾向にある。
私立学校においては、小学校67件、中学校136件、高等学校169件であり、高等学校が最も多い［図表７］。
(学年別)

公立学校においては、小学校から学年が進むにつれて増加し、中学1年生が718件で最も多く全発生件数の27.3%を占めている。
私立学校においては、高校1年生が最も多く全発生件数の29.6%を占めている［図表８・９］。
(態様別)

公立学校、私立学校とも、盲・聾・養護学校を除く全校種で「冷やかし・からかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる」が最も多い［図表10］。
     　(いじめ発見のきっかけ)

公立学校においては、小学校では「学級担任が発見」が、中学校及び盲・聾・養護学校では「当該児童生徒(本人)の保護者からの訴え」が、高等学校では「本人からの訴え」が最も多い。
私立学校においては、小学校では「当該児童生徒(本人)の保護者からの訴え」、中学校、高等学校では「いじめられた生徒からの訴え」が最も多い［図表11］。
　　　 (いじめの現在の状況)

平成18年に発生したいじめのうち、公立学校においては、平成19年3月末時点で92.8%が解消している、または一定の解消が図られたが、継続支援中である(小学校95.1%、中学校92.1%、高等学校85.1%、盲・聾・養護学校100%)。
私立学校においては、平成19年3月末時点で91.9%が解消している、または一定の解消が図られたが、継続支援中である(小学校97.0%、中学校91.9%、高等学校89.9%)［図表12］。

  (学校におけるいじめに対する日常の取組)

公立学校、私立学校とも、「職員会議等を通じて教職員間で共通理解を図った」、「道徳や学級活動の時間に指導を行った」が上位を占めている［図表13］。
　
２　取組状況

(1)　18年度までの取組

①公立学校
○　いじめへの対応については、「いじめは絶対に許されない」という認識のもと、人権尊重の教育の充実を図るといった視点に立って、早期発見・防止のため、平成18年3月に「いじめ防止指針」を策定し、府内の全公立学校教職員に配布するとともに、人権研修などを通じて、その周知徹底を図ってきた。

○　また、相談体制については、府教育センターにおけるすこやか教育相談や民間相談機関による相談を実施してきたところであるが、昨年10月に全国的にいじめへの対応が問題となったことを受け、緊急対策として、いのちのホットラインの設置や、24時間体制での電話相談の実施、すこやか教育相談の時間延長等により、相談体制を拡充した。
○　さらに、府教育委員会事務局内に、こども支援チームを設置し、一元的にいじめに対応できる体制を整えたほか、11月には被害者救済システムの対象事案にいじめを加えた(被害者救済システムの概要については、P11を参照)。

　　　　 ○  併せて、各学校におけるいじめ等へのきめ細かな対応を図るため、全中学校に配置しているスクールカウンセラーを活用するなど、児童生徒の心のケアや保護者の悩みの相談等にあたってきた。

　　 ②私立学校

　　　 ○　私立学校に対して、各学校が配置するスクールカウンセラー等への経費助成を行っている。平成18年度実績は小学校3校、中学校5校、高等学校48校である。

　　　 ○　府教育委員会と連携して、平成19年３月に、２４時間対応の電話相談窓口を紹介した「いじめ相談カード」を私立学校に在籍する児童生徒に配布した。

(2)　取組の充実

①公立学校

(相談体制の拡充)

○　今年度、いのちのホットラインをこころのホットラインと名称変更し、継続して実施するとともに、引き続き、すこやか教育相談と民間教育機関との連携による24時間電話相談を実施している。

(未然防止策の充実)

○　いじめは「どの学校でも、どの子どもにも起こり得る」問題であるとの認識のもと、今年度、いじめが生起した場合の緊急対応や事後指導、子どものエンパワメント支援プログラム等を内容とする「いじめ対応プログラム」を策定するとともに、教職員研修等に活用することにより、いじめ防止に向けた取組みの充実を図っている。

○　また、いじめ問題への対応も含め、生徒指導の充実を図るため、「こども支援コーディネーター」を152の中学校に配置した。併せて、いじめ対応プログラムに基づく実践やいじめ防止の取組みに関する教職員のサポート、児童生徒の悩み相談等にあたる心理系等の大学生等を「スクールメイト」として、全中学校区に派遣し、学校内のサポート体制の充実を図っている。
	【いじめ対応プログラム】
○策定趣旨

　　いじめは、重大な人権侵害事象であり、根絶すべき課題としてその防止に努めるとともに、不幸にして事象が生起した場合は、いじめられた子どもの立場に立って取組み、速やかに解決することが求められる。

　　このため、いじめ事象への速やかな対応と早期の解決を図ることはもとより、いじめ防止に向けた取組みの充実を図る。

○プログラムの内容（構成）

　◇プログラムⅠ（いじめへの緊急対応と事後指導）

　　・いじめの基本認識

　　・緊急対応（発覚、状況把握と迅速な対応）

・事後指導（子ども・保護者へのサポートと集団づくり、事象の教訓化と再発防止）

・事例

　◇プログラムⅡ（いじめ防止とエンパワメント）

　　・いじめを許さない教育をめざして

　　・みんなの力でいじめをなくすために

（子ども一人ひとりに身につけさせたい6つの力と授業や家庭、地域などで活用できる30のプログラム　等）

　　・いじめを乗り越える力をはぐくむ実践事例


②私立学校

(相談体制の拡充等)
○　本年4月に、大阪私立中学校高等学校連合会において、電話相談窓口(愛称：私学コスモスダイヤル)を設置した。5月には、府私学課と同連合会が連携し、各私立学校長に対し同ダイヤルの設置について周知した。その中で、児童生徒や保護者等に同ダイヤルの電話番号を3月に配付した「いじめ相談カード」に記入するよう指導するとともに、学校だより等でも同ダイヤルの設置について周知するよう依頼した。

○　10月末現在の相談件数は57件で、そのうち、いじめに関するものは7件であった。また、相談者のほとんどが保護者からのものであり、「子どもが学校になじめないため、転校させたいがどうすればよいか」といった内容のものが多かった。

○　11月には、同ダイヤルの設置について再度児童生徒に周知するため、府教育委員会と連携して作成した「携帯カード」に、私学コスモスダイヤルの番号を記載して配布した。

○　また、府教育委員会が作成した「いじめ対応プログラムⅠ・Ⅱ」を各私立学校に配付するとともに、その活用方法について、府教育委員会こども支援チームから指導助言を行うこととしている。

○　今後は、私学団体に対して、いじめに関する研究協議の場の設定を働きかけるとともに、保護者や学校に対する支援についても協議していく予定。
体罰、セクシュアル・ハラスメント
<体　罰>
1　現　状

　　○　公立学校における体罰を行った教職員に対する処分及び措置件数は、平成18年度16件で、小学校が6件、中学校、高等学校がそれぞれ5件となっている［図表14］。
○　平成18年度に体罰に係る処分等を行った件数からみると、性別では男性が93.4%（15人）、女性が6.6%（1人）となっている。年齢別では、50歳代が62.5%（10人）と最も多く、40歳代が25.0%（4人）、30歳代が12.5%(2人)となっている。

○　場面別では、授業中が43.8%（7人）と最も多く、次いで放課後が25.0%（4人）、部活動が18.8%（3人）となっている。

○　態様別では、素手で殴るが93.8%（15人）、押すが6.2%（1人）となっている。

○　被害状況別では、傷害なしが37.5%（6人）、打撲が31.2%（5人）、外傷が12.5%（2人）となっている。

2　取組状況　

(1)  18年度までの取組
①公立学校

(体罰防止マニュアルの策定・配布)
○　体罰は、学校教育法第11条で禁じられており、どのような理由があったとしても、絶対に許されるものではない。体罰は、子どもたちの人権を侵害するだけでなく、心の深い傷を残し、児童生徒や保護者のみならず、社会全体の学校に対する信頼を著しく失墜させるものである。同時に、子どもたちを萎縮させ、自立を阻害し、不登校の原因にもなりえる。また、暴力容認の態度を生み出し、いじめにつながる場合もある。

○　これまで、府教育委員会では、体罰防止の徹底に努めてきたが、あらためて体罰等の根絶と学校教育に対する信頼回復を図るため、体罰についての考え方やその対処の仕方、体罰を許さない生徒指導のあり方等を具体的に示す「体罰防止マニュアル～この痛み一生忘れない！～」を策定（平成17年12月）し、各学校における活用について周知徹底してきた。

　　　　・ 　「府立学校に対する指示事項」「市町村教育委員会に対する要望事項」において、マニュアルを活用しながら教職員研修を行うとともに、児童生徒の人権に配慮した生徒指導を確立することを指示・要望

　　　　・　 府立学校及び市町村教育委員会に対し、機会あるごとに「教職員の児童生徒に対する体罰の根絶について」の通知文を発出。その中で体罰防止マニュアル等の活用、日々の実践の再点検等を通知。
②私立学校

○　府私学課では、平成１６年６月に各私立学校長に対し、体罰防止に向けた取組を進め、より積極的な生徒指導の充実を求める旨通知した。

(2)  取組の充実

　　　①公立学校

○　本年11月に「体罰防止マニュアル［改定版］」を作成し、府立学校、市町村教育委員会に対し周知するとともに、各学校において研修を実施するよう依頼した。
②私立学校

○　本年4月から大阪私立中学校高等学校連合会において、電話相談窓口(愛称：私学コスモスダイヤル)を設置し、児童生徒、保護者等からの体罰に関する相談に対応している。（10月末現在：6件）
○　11月には、各私立学校長に対し、府教育委員会が作成した「体罰防止マニュアル[改訂版]」を教職員向けの研修等で活用するよう依頼した。

<セクシュアル・ハラスメント>
1　現　状
○　公立学校における児童生徒に対するセクシュアル・ハラスメントを行った教職員に対する処分及び措置件数は、平成18年度3件で、小学校、中学校、盲・聾・養護学校がそれぞれ1件となっている［図表15］。
○　平成18年度にセクシュアル・ハラスメントに係る処分等を行った件数からみると、性別では全て男性となっている。年齢別では、30歳代、40歳代、50歳代がそれぞれ1人となっている。

○　場面別では、勤務時間外、授業中、休み時間がそれぞれ1人となっている。

○　態様別では、体に触るが2人、性交が1人となっている。

2　取組状況
　(1)  18年度までの取組
①公立学校

 (セクシュアル・ハラスメント防止のためのマニュアル等の策定・配布)
　　　  ○　教職員による児童生徒に対するセクシュアル・ハラスメントは、大人と子ども、指導する側と指導される側という力関係のもとで拒否しがたく、逃れきれない状況のもとで発生し、児童生徒の心を傷つけ、その後の成長に避けがたい影響を与えるものであり、個人としての尊厳や人権を侵害するものである。さらに、児童生徒、保護者のみならず社会全体の学校教育に対する信頼を失わせるものである。全ての教職員が、セクシュアル・ハラスメントは許されない行為であることを理解し、学校全体で防止に努めなければならない。

○　このような観点から、平成11年3月、教職員による児童生徒に対するセクシュアル・ハラスメントについて、基本的な考え方とともに、各学校における防止の方策を示したガイドラインとして、「教職員による児童生徒に対するセクシュアル・ハラスメント防止のために」を策定した。

　　　　 【府教育委員会が取りまとめた「基本的な考え及び通知文」の主なもの】

・「障害のある児童生徒の指導や介助方法における留意点―セクシュアル・ハラスメント防止のためにー」（平成12年7月）

　　　　　・「児童生徒に対する性的暴力を防止するために」（平成13年12月）

　　　　　・「職場におけるセクシュアル・ハラスメントの防止及び対応に関する指針」

○　また、平成15年3月には、セクシュアル・ハラスメントの未然防止とともに、生起した場合の対応をまとめたマニュアルとして、「教職員による児童生徒に対するセクシュアル・ハラスメントを防止するために QA集」策定した。

　　　　　 これらについては、各学校における活用はもとより、小・中学校や府立学校の人権教育研修や管理職研修等にも活用することで、教職員一人ひとりが自らの言動を見直し、セクシュアル・ハラスメントに対する認識を深めつつ、全校あげた防止の取組みを推進している。

　　　   ○　平成16年度から、NPOと連携し、各学校において、非暴力教育研修、セクシュアル・ハラスメント防止研修などの出前研修を実施している。
(相談窓口の設置及び被害児童生徒へのケア)
　　　   ○　学校においても、セクシュアル・ハラスメント防止のために相談窓口設置などの取組みを進めているが、府教育委員会においても、府教育センターに専門の相談員を配置して、相談等に対応している（すこやか教育相談）。

　　　   ○　また、体罰、セクシュアル・ハラスメント等の被害から、子どもの立場にたって救済・支援する「被害者救済システム」を運用し適切に対応している。
       ②私立学校

○　大阪私立中学校高等学校連合会において、児童生徒向けにセクシュアル・ハラスメント防止のためのビデオや紙芝居を作成し、各私立学校に対して、授業等で活用するよう働きかけている。

	【被害者救済システム】

○特徴：学校や教育委員会の取組みについて、第三者が支援

(1)相談窓口の多チャンネル化

民間相談機関として、子ども情報研究センターと連携。学校や教育委員会でない、第三者による相談機関を設けることで、子どもからの相談をしやすくし、相談事案の透明性を高めることが目的

(2)個別事象対応チームによる支援

弁護士、臨床心理士、精神科医、心療内科医等の専門家で構成する「個別事象対応チーム」が、学校や教育委員会の取組みを直接支援することができる。

(3)第三者による評価委員会を設置

大学教授、弁護士、臨床心理士等で構成する「評価委員会」が学校・教育委員会の取組みを評価し提言をまとめる。

○平成１８年度の活動状況

　・民間連携相談窓口における相談件数　585件（うち、いじめ103件）

　・個別事象対応チームの活動　　15件（47回）

　・評価委員会の提言等により、担当教職員の研修を実施


(2)  取組の充実
①公立学校

今年度から、「学校における子どもへの人権侵害防止推進事業」において、学校出前研修を実施している。

　　　 ・実施予定　　　小中学校及び市町村教育委員会　　２１回

　　　　　　　　　 　　高等学校、盲・聾・養護学校　　　２１回

　　　　　　　　　 　　教育センター研修　　　　　　　　  4回

②私立学校

本年4月から大阪私立中学校高等学校連合会において、電話相談窓口(愛称：私学コスモスダイヤル)を設置し、生徒保護者等からのセクシュアル・ハラスメントに関する相談に対応している。（10月末現在：２件）

資料編
【児童虐待】（大阪市を除く。平成18年度は堺市も除く。）
図表1「児童虐待相談処理件数」

　　(単位：件)

	
	13年度
	14年度
	15年度
	16年度
	17年度
	18年度

	大阪府
	2,365
	2,488
	2,782
	4,349
	3,885
	3,195

	全　国
	23,274
	23,738
	26,569
	33,408
	34,472
	37,343


図表2「一時保護件数」

         (単位：人)

	
	13年度
	14年度
	15年度
	16年度
	17年度
	18年度

	一時保護
	121
	117
	170
	230
	295
	247

	一時保護委託　　
	95
	155
	181
	214
	168
	210

	合計
	216
	272
	351
	444
	463
	457

	(内、職権保護件数)
	(31)
	(28)
	(88)
	(159)
	(182)
	(245)


　

図表3「児童福祉法第28条に基づく家庭裁判所への施設入所承認申立件数」

(単位：件)

	
	13年度
	14年度
	15年度
	16年度
	17年度
	18年度

	申立件数
	4
	3
	13
	15
	16
	12


　
図表4「立入調査件数」

(単位：件)

	　　　
	13年度
	14年度
	15年度
	16年度
	17年度
	18年度

	立入調査件数　
	10
	0
	6
	7
	18
	16


　

図表5「大阪府児童虐待等危機介入援助チーム活動実績」

(単位：件)

	　　　
	13年度
	14年度
	15年度
	16年度
	17年度
	18年度

	電話相談
	72
	64
	123
	155
	192
	153

	面談
	175
	166
	136
	174
	198
	236

	家庭・機関訪問
	16
	29
	139
	144
	132
	115

	計
	263
	259
	398
	473
	522
	504


図表6「これまでの取組状況」

	1　子ども家庭センターの児童虐待相談体制・機能強化

平成16年1月に岸和田市内で発覚した児童虐待事件を契機として、子ども家庭センターの体制をさらに強化するとともに、安全確認の徹底等虐待対応マニュアルの改訂を行った。さらに、平成18年4月からは、府民からの通告を含む夜間・休日虐待通告対応を実施している。

　・平成12年11月　大阪府児童虐待等危機介入援助チーム設置

・平成13年  4 月　全子ども家庭センターに虐待対応課を設置

　　　　　　　　　　  （児童福祉司12名、心理職3名を増員）

・平成16年度中　  虐待対応課にさらに計12名の児童福祉司を増員

・平成18年 4月 　虐待対応課に計9名の児童福祉司を増員

夜間・休日における児童虐待通告受理体制を整備

・平成19年 3月 　一時保護所の拡充（定員35名→50名、個別処遇の整備）

・平成19年 4月   児童相談ITナビシステム導入による業務のIT化推進

・平成19年度～　  虐待をしてしまう保護者への支援と被虐待や非行等特別なケアを要する子どもへのケアと児童の自立支援ための「すこやか家族再生応援プロジェクト」の実施

府の児童福祉司の配置状況（平成19年度）

　児童福祉司1人あたり管轄人口41,855人

（全国平均56,460人）

　　　国配置基準　児童福祉法施行令　人口　５～８万人

　　　　　　　　　交付税算定基準　　人口　60,714人

2　平成1７年児童福祉法改正に伴う市町村の児童虐待通告受理・児童家庭相談

機能の強化

(1)市町村における児童家庭相談体制整備への支援

①大阪府版児童家庭相談援助指針(ガイドライン）の作成、ブロック別説明

会の開催

　②市町村担当職員向けに虐待対応を中心とした内容の研修を実施（年間10回）

　③子ども家庭センターによる個別事例に関する専門的、技術的指導助言

④市町村児童家庭相談体制強化モデル事業の実施（平成18年度～）

市町村にケースワーカーを派遣し、相談援助に関する指導・助言を行うとともに、相談体制の構築に要する経費の一部補助を行う。平成18年度から6市町、平成19年度から5市の計11市町に派遣。
(2)市町村における要保護児童対策地域協議会の設置推進

　　　     府内全市町村で設置済みの「児童虐待防止ネットワーク会議」を、児童福祉法で守秘義務等が明確化された「要保護児童対策地域協議会」に移行促進する。平成19年9月現在、41市町村中39市町村設置済、今年度中に40市設置予定。

３　児童虐待予防対策の実施

(1)子ども虐待防止アドバイザー養成事業(愛称：子ども家庭サポーター)

アドバイザー養成講座（平成13～18年度）を実施し、1,07１名が修了、目標を達成（目標1,000名）。

(2)児童虐待の発生予防システムの構築（平成17・18年度）

乳幼児健診の未受診家庭を訪問し、必要な子育て支援サービスにつなげることにより、虐待を未然防止する。補助実績は、平成１７年度33市町村、平成18年度は3５市町村（市町村単独で実施しているところを含めると府内全市町村で実施）。

(3)児童虐待防止への理解を広げる啓発活動の実施

児童虐待防止月間の11月に街頭キャンペーン・講演会を実施するなど啓発活動を展開。今年度は企業・社会福祉団体・ＮＰＯ・行政などが協働して大阪府域全体で、児童虐待防止のシンボルである『オレンジリボン』を広く普及させるキャンペーン「オレンジリボン・キャンペーン」を実施。


【いじめ】
	(摘要)・文部科学省調査において、平成17年度までは「発生件数」として調査し、平成18年からは「認知件数」として調査を行っている。
・私立学校の中学校・高等学校には、それぞれ中等教育学校の前期課程・後期課程を含む。
・私立学校の高等学校は、全日制の数値。


図表７「いじめの認知(発生)学校数・件数」
	　

　

　
	学校総数Ａ（校）
	認知(発生)学校数：Ｂ（校）
	認知(発生)率：

B/A×100（％）
	認知(発生)件数：Ｃ（件）
	1校あたり認知発生件数C/A(件）
	在 籍 数
	千人率

	公
	小学校
	16年度
	638
	111
	17.4 
	184
	0.29 
	315,056
	0.6 

	
	
	17年度
	633
	102
	16.1 
	143
	0.23 
	318,455
	0.4 

	
	
	18年度
	631
	416
	65.9
	1,081
	1.71
	321,664
	3.4

	立
	中学校
	16年度
	291
	170
	58.4 
	594
	2.04 
	139,415
	4.3 

	
	
	17年度
	291
	174
	59.8 
	547
	1.88 
	140,066
	3.9 

	
	
	18年度
	290
	255
	87.9
	1,341
	4.62
	139,652
	9.6 

	学
	高等学校
	16年度
	159
	46
	28.9 
	137
	0.86 
	126,261
	1.1 

	
	
	17年度
	165
	50
	30.3 
	90
	0.55 
	122,624
	0.7 

	
	
	18年度
	162
	87
	53.7
	202
	1.25
	119,634
	1.7

	校
	盲・聾・養護学校
	16年度
	27
	1
	3.7 
	1
	0.04 
	4,262
	0.2 

	
	
	17年度
	26
	1
	3.8 
	3
	0.12 
	4,339
	0.7 

	
	
	18年度
	27
	3
	11.1
	4
	0.15
	4,542
	0.9

	
	計
	16年度
	1,115
	328
	29.4 
	916
	0.82 
	584,994
	1.6 

	
	
	17年度
	1,115
	327
	29.3 
	783
	0.70 
	585,484
	1.3 

	
	
	18年度
	1,110
	761
	68.6
	2,628
	2.37
	585,492
	4.5

	私立学校
	小学校
	18年度
	16
	9
	56.3
	67
	4.2
	7,837
	8.5

	
	中学校
	
	62
	43
	69.4
	136
	2.2
	23,351
	5.7

	
	高等学校
	
	94
	61
	64.9
	169
	1.8
	82,948
	2.0

	
	計
	172
	113
	65.7
	372
	2.2
	114,136
	3.2


【図表8】学年別いじめの発生件数(公立学校・平成18年度)
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【図表9】いじめの認知件数の学年別、男女別内訳　　　　　　　　　　(単位：件)
	区　　　分
	公　立　学　校
	私　立　学　校

	
	男 子
	女 子
	計
	男 子
	女 子
	計

	小学校
	１年生
	19
	14
	33
	2
	3
	5

	
	２年生
	55
	35
	90
	1
	2
	3

	
	３年生
	62
	54
	116
	2
	9
	11

	
	４年生
	100
	100
	200
	5
	7
	12

	
	５年生
	141
	137
	278
	2
	12
	14

	
	６年生
	162
	202
	364
	11
	11
	22

	
	小　計
	539
	542
	1,081
	23
	44
	67

	中学校
	１年生
	410
	308
	718
	19
	34
	53

	
	２年生
	280
	172
	452
	28
	19
	47

	
	３年生
	109
	62
	171
	17
	19
	36

	
	小　計
	799
	542
	1,341
	64
	72
	136

	高等学校
	１年生
	72
	30
	102
	81
	29
	110

	
	２年生
	49
	21
	70
	37
	8
	45

	
	３年生
	22
	8
	30
	9
	5
	14

	
	小　計
	143
	59
	202
	127
	42
	169

	盲・聾・養護学校
	小学部
	0
	0
	0
	
	
	

	
	中学部
	2
	1
	3
	
	
	

	
	高等部
	1
	0
	1
	
	
	

	
	小　計
	3
	1
	4
	
	
	

	合　　　　　計
	1,484
	1,144
	2,628
	214
	158
	372


【図表10】いじめの態様
(公立学校)
　(単位：件数・件、構成比・％)

	　
　
	小学校
	中学校
	高等学校
	盲・聾・養護学校
	計

	
	件数
	構成比
	件数
	構成比
	件数
	構成比
	件数
	構成比
	件数
	構成比

	冷やかし・からかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる
	724
	67.0 
	794
	59.2 
	113
	55.9 
	1
	25.0 
	1632
	62.1 

	仲間はずれ・集団による無視をされる
	325
	30.1 
	245
	18.3 
	23
	11.4 
	0
	0.0 
	593
	22.6 

	軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする
	179
	16.6 
	327
	24.4 
	45
	22.3 
	1
	25.0 
	552
	21.0 

	ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする
	50
	4.6 
	132
	9.8 
	31
	15.3 
	0
	0.0 
	213
	8.1 

	金品をたかられる
	16
	1.5 
	42
	3.1 
	10
	5.0 
	1
	25.0 
	69
	2.6 

	金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする
	59
	5.5 
	96
	7.2 
	14
	6.9 
	0
	0.0 
	169
	6.4 

	嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする
	63
	5.8 
	108
	8.1 
	19
	9.4 
	0
	0.0 
	190
	7.2 

	パソコンや携帯電話等で誹謗中傷や嫌なことをされる
	12
	1.1 
	103
	7.7 
	24
	11.9 
	0
	0.0 
	139
	5.3 

	その他
	50
	4.6 
	61
	4.5 
	7
	3.5 
	1
	25.0 
	119
	4.5 


 (注) ・複数回答

・構成比は、各区分における発生件数に対する割合。

【図表10】いじめの態様
 (私立学校)

[image: image2.emf]件　数 構成比 件　数 構成比 件　数 構成比 件　数 構成比

冷やかし・からかい、

悪口や脅し文句、嫌な

ことを言われる

44 65.7 64 47.1 90 53.3 198 53.2

仲間はずれ、集団によ

る無視をされる

29 43.3 36 26.5 15 8.9 80 21.5

軽くぶつけられたり、

遊ぶふりをして叩かれ

たり、蹴られたりする

8 11.9 21 15.4 65 38.5 94 25.3

ひどくぶつけられた

り、叩かれたり、蹴ら

れ た り す る

1 1.5 15 11.0 25 14.8 41 11.0

金品をたかられる 5 3.7 18 10.7 23 6.2

金品を隠されたり、盗

まれたり、壊された

り、捨てられたりする

3 4.5 10 7.4 11 6.5 24 6.5

嫌なことや恥ずかしい

こと、危険なことをさ

れたり、させられたり

する

2 3.0 14 10.3 18 10.7 34 9.1

パソコン、携帯電話等

で誹謗中傷や嫌なこと

をされる

1 1.5 34 25.0 22 13.0 57 15.3

そ の 他 2 3.0 1 0.7 4 2.4 7 1.9

(注)　・複数回答

　　  ・構成比は、各区分における発生件数に対する割合(％)。

　(単位：件数・件、構成比・％)

計



小 学 校 中 学 校 高 等 学 校


【図表11】いじめ発見のきっかけ
(公立学校)

(単位：件数・件、構成比・％)
	　
　
	小学校
	中学校
	高等学校
	盲・聾・養護学校
	計

	
	件数
	構成比
	件数
	構成比
	件数
	構成比
	件数
	構成比
	件数
	構成比

	学級担任が発見
	345
	31.9 
	249
	18.6 
	37
	18.3 
	1
	25.0 
	632
	24.0 

	学級担任以外の教職員が発見（養護教諭、スクールカウンセラー等の相談員を除く）
	51
	4.7 
	150
	11.2 
	41
	20.3 
	0
	0.0 
	242
	9.2 

	養護教諭が発見
	7
	0.6 
	13
	1.0 
	7
	3.5 
	0
	0.0 
	27
	1.0 

	スクールカウンセラー等の外部の相談員が発見
	0
	0.0 
	14
	1.0 
	3
	1.5 
	0
	0.0 
	17
	0.6 

	アンケート調査などの学校の取組により発見
	11
	1.0 
	32
	2.4 
	2
	1.0 
	0
	0.0 
	45
	1.7 

	本人からの訴え

	192
	17.8 
	357
	26.6 
	63
	31.2 
	0
	0.0　
	612
	23.3 

	当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え
	329
	30.4 
	359
	26.8 
	32
	15.8 
	2
	50.0 
	722
	27.5 

	児童生徒（本人を除く）からの情報
	65
	6.0 
	81
	6.0 
	11
	5.4 
	0
	0.0　
	157
	6.0 

	保護者（本人の保護者を除く）からの情報
	69
	6.4 
	55
	4.1 
	4
	2.0 
	1
	25.0 
	129
	4.9 

	地域の住民からの情報

	8
	0.7 
	11
	0.8 
	1
	0.5 
	0
	0.0　
	20　
	0.8 

	学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報
	1
	0.1 
	7
	0.5 
	1
	0.5 
	0
	0.0　
	9
	0.3 

	その他（匿名による投書など）
	3
	0.3 
	13
	1.0 
	0
	0.0 
	0
	0.0　
	16
	0.6 


【図表11】いじめ発見のきっかけ
(私立学校)


[image: image3.emf]件　数 構成比 件　数 構成比 件　数 構成比 件　数 構成比

学級担任が発見 13 19.4 22 16.2 27 16.0 62 16.7

学級担任以外の教職員が発見

(養護教諭、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ等の相

談員を除く)

15 11.0 16 9.5 31 8.3

養 護 教 諭 が 発 見 3 1.8 3 0.8

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ等の外部の相談員が

発見

アンケート調査など学校の取組

により発見

4 2.4 4 1.1

本人からの訴え 18 26.9 42 30.9 62 36.7 122 32.8

当該児童生徒(本人)の保護者か

らの訴え

24 35.8 37 27.2 31 18.3 92 24.7

児童生徒(本人を除く)からの情

報

7 10.4 11 8.1 16 9.5 34 9.1

保護者(本人の保護者を除く)か

らの情報

5 7.5 5 3.7 8 4.7 18 4.8

地域の住民からの情報 2 1.5 1 0.6 3 0.8

学校以外の関係機関(相談機関

を含む)からの情報

1 0.7 1 0.6 2 0.5

小 学 校 中 学 校

(単位：件数・件、構成比・％)

高 等 学 校 計


【図表12】いじめの現在の状況(平成19年3月末現在)
(公立学校)


[image: image4.emf]件 数 割 合 件 数 割 合 件 数 割 合 件 数 割 合

小 学 校 746 69.0 282 26.1 39 3.6 14 1.3 1,081

中 学 校 920 68.6 315 23.5 90 6.7 16 1.2 1,341

高 等 学 校 140 69.3 32 15.8 11 5.4 19 9.4 202

盲・聾・養護学校 3 75.0 1 25.0 4

計 1,809 68.8 630 24.0 140 5.3 49 1.9 2,628

　(単位：件数・件、割合・％)



解消しているもの

一定の解消が図られた

が、継続支援中

合　計

件  数

解消に向けて取組み中 他校への転学、退学等


(私立学校)


[image: image5.emf]件 数 割 合 件 数 割 合 件 数 割 合 件 数 割 合

小 学 校 53 79.1 12 17.9 1 1.5 1 1.5 67

中 学 校 112 82.4 13 9.6 1 0.7 10 7.4 136

高 等 学 校 139 82.2 13 7.7 4 2.4 13 7.7 169

計 304 81.7 38 10.2 6 1.6 24 6.5 372

　(単位：件数・件、割合・％)



解消しているもの

一定の解消が図られた

が、継続支援中

合　計

件  数

解消に向けて取組み中他校への転学、退学等



【図表13】学校におけるいじめに対する日常の取組
(公立学校)

　　　         (単位：件数・件、構成比・％)

	　
　
	小学校
	中学校
	高等学校
	盲・聾・養護学校
	計

	
	校　数
	構成比
	校　数
	構成比
	校　数
	構成比
	校　数
	構成比
	校　数
	構成比

	職員会議等を通じて教職員間で共通理解を図った
	604
	95.7 
	280
	96.6 
	121
	74.7 
	21
	77.8 
	1026
	92.4 

	道徳や学級活動の時間で指導を行った
	569
	90.2 
	273
	94.1 
	50
	30.9 
	15
	55.6 
	907
	81.7 

	児童・生徒会活動等を通じて、いじめの問題を考えさせたり、生徒同士の人間関係や仲間作りを促進した
	393
	62.3 
	204
	70.3 
	23
	14.2 
	14
	51.9 
	634
	57.1 

	スクールカウンセラー、相談員、養護教諭を積極的に活用して相談にあたった。
	301
	47.7 
	251
	86.6 
	62
	38.3 
	5
	18.5 
	619
	55.8 

	校内組織の整備など教育相談体制の充実を図った
	482
	76.4 
	236
	81.4 
	78
	48.1 
	8
	29.6 
	804
	72.4 

	教育相談の実施について専門機関と連携し、学校以外の相談窓口の周知や広報の徹底を図った
	271
	42.9 
	142
	49.0 
	42
	25.9 
	8
	29.6 
	463
	41.7 

	学校の方針や計画を公表し保護者や地域に理解を得るよう努めた
	186
	29.5 
	106
	36.6 
	8
	4.9 
	3
	11.1 
	303
	27.3 

	ＰＴＡや地域の関係団体と協議する機会を設けた
	164
	26.0 
	87
	30.0 
	7
	4.3 
	1
	3.7 
	259
	23.3 

	地域の関係機関と連携協力した対応を図った
	106
	16.8 
	61
	21.0 
	9
	5.6 
	1
	3.7 
	177
	15.9 

	そ　　　　の　　　　他
	5
	0.8 
	7
	2.4 
	2
	1.2 
	0
	0.0 
	14
	1.3 


 (注)・複数回答

・構成比は、各区分における学校総数に対する割合。
【図表13】学校におけるいじめに対する日常の取組
(私立学校)


[image: image6.emf]件 数 構成比 件 数 構成比 件 数 構成比 件 数 構成比

職員会議等を通じて教職員間の共

通理解を図った

12 75.0 39 62.9 65 69.1 116 67.4

道徳や学級活動の時間に指導を

行った

12 75.0 46 74.2 62 66.0 120 69.8

児童・生徒会活動等を通じて、い

じめの問題を考えさせたり、生徒

同士の人間関係や仲間作りを促進

した

7 43.8 18 29.0 22 23.4 47 27.3

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、相談員、養護教諭を

積極的に活用して相談にあたった

7 43.8 18 29.0 36 38.3 61 35.5

校内組織の整備など教育相談体制

の充実を図った

4 25.0 13 21.0 27 28.7 44 25.6

教育相談の実施について、専門機

関との連携し、学校以外の相談窓

口の周知や広報の徹底を図った

1 6.3 9 14.5 16 17.0 26 15.1

学校の方針や計画を公表し保護者

や地域に理解を得るよう努めた

1 6.3 7 11.3 13 13.8 21 12.2

ＰＴＡや地域の関係団体と協議す

る機会を設けた

1 6.3 1 1.1 2 1.2

地域の関係機関と連携協力した対

応を図った

1 1.1 1 0.6

そ　　　　　の　　　　　他

2 2.1 2 1.2

(単位：件数・件、構成比・％)

小 学 校 中 学 校 高 等 学校 計


(注) ・複数回答

・構成比は、各区分における学校総数に対する割合。
【体罰・セクシュアルハラスメント】

図表14「体罰を行った教職員に対する処分及び措置件数(公立学校)」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：件)
	
	15年度
	16年度
	17年度
	18年度

	小学校
	9
	3
	3
	6

	中学校
	6
	11
	5
	5

	高等学校
	4
	3
	2
	5

	盲・聾・養護学校
	
	
	
	

	計
	19
	17
	10
	16


○平成18年度の内訳

(性別)
	
	人数(人)
	割合(%)

	男    　性
	15
	93.4

	女    　性
	1
	6.6

	計
	16
	100.0


(年齢別)
	　　　　
	人数(人)
	割合(%)

	30歳代
	2
	12.5

	40歳代
	4
	25.0

	50歳代
	10
	62.5

	計
	16
	100.0


(場面別)
	　　　　　　　　
	人数(人)
	割合(%)

	授　 業   中
	7
	43.8

	放課後
	4
	25.0

	部活動
	3
	18.8

	ホームルーム
	1
	6.3

	その他
	1
	6.3

	計
	16
	100.0


(態様別)
	　　　　　　　　　　　　
	人数(人)
	割合(%)

	素手で殴る
	15
	93.8

	押す
	1
	6.2

	計
	16
	100.0


(被害状況別)
	　　　　　　　　
	人数(人)
	割合(%)

	傷害なし
	6
	37.5

	打撲
	5
	31.2

	外傷
	2
	12.5

	その他
	3
	18.8

	計
	16
	100.0


図表15「児童生徒にセクシュアル・ハラスメントを行った教職員に対する処分及び措置件数(公立学校)」

      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：件)
	
	15年度
	16年度
	17年度
	18年度

	小学校
	
	2
	1
	1

	中学校
	1
	2
	
	1

	高等学校
	1
	3
	1
	

	盲・聾・養護学校
	
	
	
	1

	計
	2
	7
	2
	3


　　　　(注)勤務校の児童生徒に対するセクシュアル・ハラスメント(わいせつ行為を含む)の件数
○平成18年度の内訳
(性別)

	
	人数(人)
	割合(%)

	男    　性
	3
	100.0

	女    　性
	0
	0.0

	計
	3
	100.0


(年齢別)

	　　　　
	人数(人)
	割合(%)

	20歳代
	1
	33.3

	40歳代
	1
	33.3

	50歳代
	1
	33.3

	計
	3
	100.0


(場面別)

	　　　　　　　　
	人数(人)
	割合(%)

	勤務時間外
	1
	33.3

	授業中
	1
	33.3

	休み時間
	1
	33.3

	計
	3
	100.0


(態様別)

	　　　　　　　　　　　　
	人数(人)
	割合(%)

	体に触る
	2
	66.7

	性交
	1
	33.3

	計
	3
	100.0
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7いじめの発生件数

		図表７　いじめの発生件数 ズヒョウハッセイケンスウ

		(大阪府) オオサカフ

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						計 ケイ

				計 ケイ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

		(全　国) ゼンコク

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				計 ケイ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ





8いじめ発生件数の推移

		





9都道府県別いじめの発生件数

		





10 学年別

		図表10　学年別いじめの発生件数の推移 ズヒョウガクネンベツハッセイケンスウスイイ

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

		大阪府 オオサカフ

				小学校 ショウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

						4年生 ネンセイ

						5年生 ネンセイ

						6年生 ネンセイ

				中学校 チュウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				高等学校 コウトウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		小学部 ショウガクブ

						中学部 チュウガクブ

						高等部 コウトウブ

		全国 ゼンコク

				小学校 ショウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

						4年生 ネンセイ

						5年生 ネンセイ

						6年生 ネンセイ

				中学校 チュウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				高等学校 コウトウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		小学部 ショウガクブ

						中学部 チュウガクブ

						高等部 コウトウブ





11態様別

		区分 クブン		私立学校 シリツガッコウ

				小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				計 ケイ

				件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ

		冷やかし・からかい、言葉での脅し ヒコトバオド		44		65.7		60		45.5		90		53.3		194		52.7

		仲間はずれ、集団による無視 ナカマシュウダンムシ		29		43.3		32		24.2		15		8.9		76		20.7

		軽くぶつけられたり、蹴られる カルケ		8		11.9		21		15.9		65		38.5		94		25.5

		ひどくぶつけられたり、蹴られる ケ		1		1.5		15		11.4		25		14.8		41		11.1

		たかり				0.0		5		3.8		18		10.7		23		6.3

		持ち物隠し モモノカク		3		4.5		10		7.6		11		6.5		24		6.5

		いやなこと、はずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする キケン		2		3.0		14		10.6		18		10.7		34		9.2

		パソコン、携帯電話等による誹謗中傷等 ケイタイデンワトウヒボウチュウショウトウ		1		1.5		31		23.5		22		13.0		54		14.7

		その他 タ		2		3.0		1		0.8		4		2.4		7		1.9

		(注)　・複数回答 チュウフクスウカイトウ

		　　  ・構成比については、各区分における発生件数に対する割合(％)。 コウセイヒカククブンハッセイケンスウタイワリアイ





12発見のきっかけ

		(単位：件数・件、構成比・％) タンイケンスウケンコウセイヒ

				小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				計 ケイ

				件　数 ケンカズ		構成比 コウセイヒ		件　数 ケンカズ		構成比 コウセイヒ		件　数 ケンカズ		構成比 コウセイヒ		件　数 ケンカズ		構成比 コウセイヒ

		学級担任が発見 ガッキュウタンニンハッケン		13		19.4		22		16.2		27		16.0		62		16.7

		学級担任以外の教職員が発見(養護教諭、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ等の相談員を除く) ガッキュウタンニンイガイキョウショクインハッケンヨウゴキョウユトウソウダンインノゾ						15		11.0		16		9.5		31		8.3

		養護教諭が発見 ヨウゴキョウユハッケン										3		1.8		3		0.8

		ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ等の外部の相談員が発見 トウガイブソウダンインハッケン

		アンケート調査など学校の取組により発見 チョウサガッコウトリクミハッケン										4		2.4		4		1.1

		本人からの訴え ホンニンウッタ		18		26.9		42		30.9		62		36.7		122		32.8

		当該児童生徒(本人)の保護者からの訴え トウガイジドウセイトホンニンホゴシャウッタ		24		35.8		37		27.2		31		18.3		92		24.7

		児童生徒(本人を除く)からの情報 ジドウセイトホンニンノゾジョウホウ		7		10.4		11		8.1		16		9.5		34		9.1

		保護者(本人の保護者を除く)からの情報 ホゴシャホンニンホゴシャノゾジョウホウ		5		7.5		5		3.7		8		4.7		18		4.8

		地域の住民からの情報 チイキジュウミンジョウホウ						2		1.5		1		0.6		3		0.8

		学校以外の関係機関(相談機関を含む)からの情報 ガッコウイガイカンケイキカンソウダンキカンフクジョウホウ						1		0.7		1		0.6		2		0.5

		その他(匿名による投書など) タトクメイトウショ						1		0.7						1		0.3

		計 ケイ		67				136				169				372

																372





13解消状況

		図表13　いじめの解消状況 ズヒョウカイショウジョウキョウ

		区分 クブン						いじめが解消しているもの カイショウ				いじめが継続しており、
現在指導中 ケイゾクゲンザイシドウチュウ				計 ケイ

								件数(件) ケンスウケン		割合(％) ワリアイ		件数(件) ケンスウケン		割合(％) ワリアイ		件数(件) ケンスウケン

		公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				中学校 チュウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				高等学校 コウトウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				計 ケイ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

		私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				中学校 チュウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				高等学校 コウトウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				計 ケイ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

		計 ケイ				16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド





14 被害者ＱＳの運用状況
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7いじめの発生件数

		図表７　いじめの発生件数 ズヒョウハッセイケンスウ

		(大阪府) オオサカフ

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						計 ケイ

				計 ケイ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

		(全　国) ゼンコク

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				計 ケイ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ





8いじめ発生件数の推移

		





9都道府県別いじめの発生件数

		





10 学年別

		図表10　学年別いじめの発生件数の推移 ズヒョウガクネンベツハッセイケンスウスイイ

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

		大阪府 オオサカフ

				小学校 ショウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

						4年生 ネンセイ

						5年生 ネンセイ

						6年生 ネンセイ

				中学校 チュウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				高等学校 コウトウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		小学部 ショウガクブ

						中学部 チュウガクブ

						高等部 コウトウブ

		全国 ゼンコク

				小学校 ショウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

						4年生 ネンセイ

						5年生 ネンセイ

						6年生 ネンセイ

				中学校 チュウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				高等学校 コウトウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		小学部 ショウガクブ

						中学部 チュウガクブ

						高等部 コウトウブ





11態様別

		区分 クブン		私立学校 シリツガッコウ

				小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				計 ケイ

				件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ

		冷やかし・からかい、言葉での脅し ヒコトバオド		44		65.7		60		45.5		90		53.3		194		52.7

		仲間はずれ、集団による無視 ナカマシュウダンムシ		29		43.3		32		24.2		15		8.9		76		20.7

		軽くぶつけられたり、蹴られる カルケ		8		11.9		21		15.9		65		38.5		94		25.5

		ひどくぶつけられたり、蹴られる ケ		1		1.5		15		11.4		25		14.8		41		11.1

		たかり				0.0		5		3.8		18		10.7		23		6.3

		持ち物隠し モモノカク		3		4.5		10		7.6		11		6.5		24		6.5

		いやなこと、はずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする キケン		2		3.0		14		10.6		18		10.7		34		9.2

		パソコン、携帯電話等による誹謗中傷等 ケイタイデンワトウヒボウチュウショウトウ		1		1.5		31		23.5		22		13.0		54		14.7

		その他 タ		2		3.0		1		0.8		4		2.4		7		1.9

		(注)　・複数回答 チュウフクスウカイトウ

		　　  ・構成比については、各区分における発生件数に対する割合(％)。 コウセイヒカククブンハッセイケンスウタイワリアイ





12発見のきっかけ

						小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				計 ケイ

						件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ

		教員等 キョウイントウ		担任の教師が発見 タンニンキョウシハッケン		13		19.4		22		16.7		27		16.0		62		16.8

				他の教師からの情報 タキョウシジョウホウ						15		11.4		16		9.5		31		8.4

		100.0		養護教諭からの情報 ヨウゴキョウユジョウホウ										3		1.8		3		0.8

				ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ等からの情報 トウジョウホウ										4		2.4		4		1.1

		児童生徒等 ジドウセイトトウ		いじめられた児童生徒からの
訴え ジドウセイトウッタ		18		26.9		40		30.3		62		36.7		120		32.6

		154.0		他の児童生徒からの訴え タジドウセイトウッタ		7		10.4		11		8.3		16		9.5		34		9.2

		保護者等 ホゴシャトウ		保護者からの訴え ホゴシャウッタ		24		35.8		35		26.5		31		18.3		90		24.5

		111.0		本人の保護者以外からの保護者からの情報 ホンニンホゴシャイガイホゴシャジョウホウ		5		7.5		5		3.8		8		4.7		18		4.9

				地域の方からの訴え チイキカタウッタ						2		1.5		1		0.6		3		0.8

		その他 タ		教育センター等関係機関からの訴え キョウイクトウカンケイキカンウッタ						1		0.8		1		0.6		2		0.5

		3.0		その他 タ						1		0.8						1		0.3

				計 ケイ		67				132				169				368

																		368





13解消状況

		　(単位：件数・件、割合・％) ワリアイ

				解消しているもの カイショウ				一定の解消が図られたが、継続支援中 イッテイカイショウハカケイゾクシエンナカ				解消に向けて取組み中 カイショウムトリクナカ				他校への転学、退学等 タコウテンガクタイガクトウ				合　計
件  数 ケンカズ

				件数 ケンスウ		割合 ワリアイ		件数 ケンスウ		割合 ワリアイ		件数 ケンスウ		割合 ワリアイ		件数 ケンスウ		割合 ワリアイ

		小学校 ショウガッコウ		746		69.0		282		26.1		39		3.6		14		1.3		1,081

		中学校 チュウガッコウ		920		68.6		315		23.5		90		6.7		16		1.2		1,341

		高等学校 コウトウガッコウ		140		69.3		32		15.8		11		5.4		19		9.4		202

		盲・聾・養護学校 モウロウヨウゴガッコウ		3		75.0		1		25.0										4

		計 ケイ		1,809		68.8		630		24.0		140		5.3		49		1.9		2,628
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7いじめの発生件数

		図表７　いじめの発生件数 ズヒョウハッセイケンスウ

		(大阪府) オオサカフ

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						計 ケイ

				計 ケイ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

		(全　国) ゼンコク

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				計 ケイ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ





8いじめ発生件数の推移

		





9都道府県別いじめの発生件数

		





10 学年別

		図表10　学年別いじめの発生件数の推移 ズヒョウガクネンベツハッセイケンスウスイイ

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

		大阪府 オオサカフ

				小学校 ショウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

						4年生 ネンセイ

						5年生 ネンセイ

						6年生 ネンセイ

				中学校 チュウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				高等学校 コウトウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		小学部 ショウガクブ

						中学部 チュウガクブ

						高等部 コウトウブ

		全国 ゼンコク

				小学校 ショウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

						4年生 ネンセイ

						5年生 ネンセイ

						6年生 ネンセイ

				中学校 チュウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				高等学校 コウトウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		小学部 ショウガクブ

						中学部 チュウガクブ

						高等部 コウトウブ





11態様別

		図表11　いじめの態様 ズヒョウタイヨウ

		区分 クブン				公立学校 コウリツガッコウ																				私立学校 シリツガッコウ

						小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ				計 ケイ				小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				計 ケイ

						件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ

		言葉での脅し コトバオド		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		冷やかし・
からかい ヒ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		持ち物隠し モモノカク		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		仲間はずれ ナカマ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		集団による無視 シュウダンムシ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		暴力を振るう ボウリョクフ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		たかり		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		お節介・親切の押し付け セッカイシンセツオツ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		その他 タ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		(注)　・複数回答 チュウフクスウカイトウ

		　　  ・構成比については、各区分における発生件数に対する割合(％)。 コウセイヒカククブンハッセイケンスウタイワリアイ





12発見のきっかけ

		図表12  いじめの発見のきっかけ ズヒョウハッケン

		区分 クブン				公立学校 コウリツガッコウ																				私立学校 シリツガッコウ

						小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ				計 ケイ				小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				計 ケイ

						件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ

		担任の教師が発見 タンニンキョウシハッケン		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		他の教師からの情報 タキョウシジョウホウ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		養護教諭からの情報 ヨウゴキョウユジョウホウ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、心の教室相談員等からの情報 ココロキョウシツソウダンイントウジョウホウ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		いじめられた児童生徒からの訴え ジドウセイトウッタ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		他の児童生徒からの訴え タジドウセイトウッタ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		保護者からの訴え ホゴシャウッタ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		教育センター等関係機関からの訴え キョウイクトウカンケイキカンウッタ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		その他 タ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		計 ケイ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド





13解消状況

		図表13　いじめの解消状況 ズヒョウカイショウジョウキョウ

		区分 クブン						いじめが解消しているもの カイショウ				いじめが継続しており、
現在指導中 ケイゾクゲンザイシドウチュウ				計 ケイ

								件数(件) ケンスウケン		割合(％) ワリアイ		件数(件) ケンスウケン		割合(％) ワリアイ		件数(件) ケンスウケン

		公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				中学校 チュウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				高等学校 コウトウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				計 ケイ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

		私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				中学校 チュウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				高等学校 コウトウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				計 ケイ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

		計 ケイ				16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド





いじめへの対応

		(単位：件数・件、構成比・％)

				小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				計 ケイ

				件 数 ケンカズ		構成比 コウセイヒ		件 数 ケンカズ		構成比 コウセイヒ		件 数 ケンカズ		構成比 コウセイヒ		件 数 ケンカズ		構成比 コウセイヒ

		職員会議等を通じて教職員間の共通理解を図った ショクインカイギトウツウキョウショクインカンキョウツウリカイハカ		12		75.0		39		62.9		65		69.1		116		67.4

		道徳や学級活動の時間に指導を行った ドウトクガッキュウカツドウジカンシドウオコナ		12		75.0		46		74.2		62		66.0		120		69.8

		児童・生徒会活動等を通じて、いじめの問題を考えさせたり、生徒同士の人間関係や仲間作りを促進した ジドウセイトカイカツドウトウツウモンダイカンガセイトドウシニンゲンカンケイナカマツクソクシン		7		43.8		18		29.0		22		23.4		47		27.3

		ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、相談員、養護教諭を積極的に活用して相談にあたった ソウダンインヨウゴキョウユセッキョクテキカツヨウソウダン		7		43.8		18		29.0		36		38.3		61		35.5

		校内組織の整備など教育相談体制の充実を図った コウナイソシキセイビキョウイクソウダンタイセイジュウジツハカ		4		25.0		13		21.0		27		28.7		44		25.6

		教育相談の実施について、専門機関との連携し、学校以外の相談窓口の周知や広報の徹底を図った キョウイクソウダンジッシセンモンキカンレンケイガッコウイガイソウダンマドグチシュウチコウホウテッテイハカ		1		6.3		9		14.5		16		17.0		26		15.1

		学校の方針や計画を公表し保護者や地域に理解を得るよう努めた ガッコウホウシンケイカクコウヒョウホゴシャチイキリカイエツト		1		6.3		7		11.3		13		13.8		21		12.2

		ＰＴＡや地域の関係団体と協議する機会を設けた チイキカンケイダンタイキョウギキカイモウ		1		6.3						1		1.1		2		1.2

		地域の関係機関と連携協力した対応を図った チイキカンケイキカンレンケイキョウリョクタイオウハカ										1		1.1		1		0.6

		そ　　　　　の　　　　　他 タ										2		2.1		2		1.2

		計 ケイ		45				150				245				440

		学校総数 ガッコウソウスウ		16				62				94				172
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7いじめの発生件数

		図表７　いじめの発生件数 ズヒョウハッセイケンスウ

		(大阪府) オオサカフ

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						計 ケイ

				計 ケイ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

		(全　国) ゼンコク

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				計 ケイ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ





8いじめ発生件数の推移

		





9都道府県別いじめの発生件数

		





10 学年別

		図表10　学年別いじめの発生件数の推移 ズヒョウガクネンベツハッセイケンスウスイイ

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

		大阪府 オオサカフ

				小学校 ショウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

						4年生 ネンセイ

						5年生 ネンセイ

						6年生 ネンセイ

				中学校 チュウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				高等学校 コウトウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		小学部 ショウガクブ

						中学部 チュウガクブ

						高等部 コウトウブ

		全国 ゼンコク

				小学校 ショウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

						4年生 ネンセイ

						5年生 ネンセイ

						6年生 ネンセイ

				中学校 チュウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				高等学校 コウトウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		小学部 ショウガクブ

						中学部 チュウガクブ

						高等部 コウトウブ





11態様別

		区分 クブン		私立学校 シリツガッコウ

				小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				計 ケイ

				件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ

		冷やかし・からかい、言葉での脅し ヒコトバオド		44		65.7		60		45.5		90		53.3		194		52.7

		仲間はずれ、集団による無視 ナカマシュウダンムシ		29		43.3		32		24.2		15		8.9		76		20.7

		軽くぶつけられたり、蹴られる カルケ		8		11.9		21		15.9		65		38.5		94		25.5

		ひどくぶつけられたり、蹴られる ケ		1		1.5		15		11.4		25		14.8		41		11.1

		たかり				0.0		5		3.8		18		10.7		23		6.3

		持ち物隠し モモノカク		3		4.5		10		7.6		11		6.5		24		6.5

		いやなこと、はずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする キケン		2		3.0		14		10.6		18		10.7		34		9.2

		パソコン、携帯電話等による誹謗中傷等 ケイタイデンワトウヒボウチュウショウトウ		1		1.5		31		23.5		22		13.0		54		14.7

		その他 タ		2		3.0		1		0.8		4		2.4		7		1.9

		(注)　・複数回答 チュウフクスウカイトウ

		　　  ・構成比については、各区分における発生件数に対する割合(％)。 コウセイヒカククブンハッセイケンスウタイワリアイ





12発見のきっかけ

						小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				計 ケイ

						件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ

		教員等 キョウイントウ		担任の教師が発見 タンニンキョウシハッケン		13		19.4		22		16.7		27		16.0		62		16.8

				他の教師からの情報 タキョウシジョウホウ						15		11.4		16		9.5		31		8.4

		100.0		養護教諭からの情報 ヨウゴキョウユジョウホウ										3		1.8		3		0.8

				ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ等からの情報 トウジョウホウ										4		2.4		4		1.1

		児童生徒等 ジドウセイトトウ		いじめられた児童生徒からの
訴え ジドウセイトウッタ		18		26.9		40		30.3		62		36.7		120		32.6

		154.0		他の児童生徒からの訴え タジドウセイトウッタ		7		10.4		11		8.3		16		9.5		34		9.2

		保護者等 ホゴシャトウ		保護者からの訴え ホゴシャウッタ		24		35.8		35		26.5		31		18.3		90		24.5

		111.0		本人の保護者以外からの保護者からの情報 ホンニンホゴシャイガイホゴシャジョウホウ		5		7.5		5		3.8		8		4.7		18		4.9

				地域の方からの訴え チイキカタウッタ						2		1.5		1		0.6		3		0.8

		その他 タ		教育センター等関係機関からの訴え キョウイクトウカンケイキカンウッタ						1		0.8		1		0.6		2		0.5

		3.0		その他 タ						1		0.8						1		0.3

				計 ケイ		67				132				169				368

																		368





13解消状況

		　(単位：件数・件、割合・％) ワリアイ

				解消しているもの カイショウ				一定の解消が図られたが、継続支援中 イッテイカイショウハカケイゾクシエンナカ				解消に向けて取組み中 カイショウムトリクナカ				他校への転学、退学等 タコウテンガクタイガクトウ				合　計
件  数 ケンカズ

				件数 ケンスウ		割合 ワリアイ		件数 ケンスウ		割合 ワリアイ		件数 ケンスウ		割合 ワリアイ		件数 ケンスウ		割合 ワリアイ

		小学校 ショウガッコウ		53		79.1		12		17.9		1		1.5		1		1.5		67

		中学校 チュウガッコウ		112		82.4		13		9.6		1		0.7		10		7.4		136

		高等学校 コウトウガッコウ		139		82.2		13		7.7		4		2.4		13		7.7		169

		計 ケイ		304		81.7		38		10.2		6		1.6		24		6.5		372





14 被害者ＱＳの運用状況
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7いじめの発生件数

		図表７　いじめの発生件数 ズヒョウハッセイケンスウ

		(大阪府) オオサカフ

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						計 ケイ

				計 ケイ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

		(全　国) ゼンコク

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ

				計 ケイ		小学校 ショウガッコウ

						中学校 チュウガッコウ

						高等学校 コウトウガッコウ

						特別支援学校 トクベツシエンガッコウ

						計 ケイ





8いじめ発生件数の推移

		





9都道府県別いじめの発生件数

		





10 学年別

		図表10　学年別いじめの発生件数の推移 ズヒョウガクネンベツハッセイケンスウスイイ

								14年度 ネンド		15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

		大阪府 オオサカフ

				小学校 ショウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

						4年生 ネンセイ

						5年生 ネンセイ

						6年生 ネンセイ

				中学校 チュウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				高等学校 コウトウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		小学部 ショウガクブ

						中学部 チュウガクブ

						高等部 コウトウブ

		全国 ゼンコク

				小学校 ショウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

						4年生 ネンセイ

						5年生 ネンセイ

						6年生 ネンセイ

				中学校 チュウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				高等学校 コウトウガッコウ		1年生 ネンセイ

						2年生 ネンセイ

						3年生 ネンセイ

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		小学部 ショウガクブ

						中学部 チュウガクブ

						高等部 コウトウブ





11態様別

		　(単位：件数・件、構成比・％)

				小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				計 ケイ

				件　数 ケンカズ		構成比 コウセイヒ		件　数 ケンカズ		構成比 コウセイヒ		件　数 ケンカズ		構成比 コウセイヒ		件　数 ケンカズ		構成比 コウセイヒ

		冷やかし・からかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる ヒワルグチオドモンクイヤイ		44		65.7		64		47.1		90		53.3		198		53.2

		仲間はずれ、集団による無視をされる ナカマシュウダンムシ		29		43.3		36		26.5		15		8.9		80		21.5

		軽くぶつけられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする カルアソタタケ		8		11.9		21		15.4		65		38.5		94		25.3

		ひどくぶつけられたり、叩かれたり、蹴られたりする タタケ		1		1.5		15		11.0		25		14.8		41		11.0

		金品をたかられる キンピン						5		3.7		18		10.7		23		6.2

		金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする キンピンカクヌスコワス		3		4.5		10		7.4		11		6.5		24		6.5

		嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする イヤハキケン		2		3.0		14		10.3		18		10.7		34		9.1

		パソコン、携帯電話等で誹謗中傷や嫌なことをされる ケイタイデンワトウヒボウチュウショウイヤ		1		1.5		34		25.0		22		13.0		57		15.3

		その他 タ		2		3.0		1		0.7		4		2.4		7		1.9

		(注)　・複数回答 チュウフクスウカイトウ

		　　  ・構成比は、各区分における発生件数に対する割合(％)。 コウセイヒカククブンハッセイケンスウタイワリアイ





12発見のきっかけ

		図表12  いじめの発見のきっかけ ズヒョウハッケン

		区分 クブン				公立学校 コウリツガッコウ																				私立学校 シリツガッコウ

						小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ				計 ケイ				小学校 ショウガッコウ				中学校 チュウガッコウ				高等学校 コウトウガッコウ				計 ケイ

						件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ		件数(件) ケンスウケン		構成比(%) コウセイヒ

		担任の教師が発見 タンニンキョウシハッケン		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		他の教師からの情報 タキョウシジョウホウ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		養護教諭からの情報 ヨウゴキョウユジョウホウ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、心の教室相談員等からの情報 ココロキョウシツソウダンイントウジョウホウ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		いじめられた児童生徒からの訴え ジドウセイトウッタ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		他の児童生徒からの訴え タジドウセイトウッタ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		保護者からの訴え ホゴシャウッタ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		教育センター等関係機関からの訴え キョウイクトウカンケイキカンウッタ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		その他 タ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド

		計 ケイ		14年度 ネンド

				15年度 ネンド

				16年度 ネンド

				17年度 ネンド

				18年度 ネンド
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		図表13　いじめの解消状況 ズヒョウカイショウジョウキョウ

		区分 クブン						いじめが解消しているもの カイショウ				いじめが継続しており、
現在指導中 ケイゾクゲンザイシドウチュウ				計 ケイ

								件数(件) ケンスウケン		割合(％) ワリアイ		件数(件) ケンスウケン		割合(％) ワリアイ		件数(件) ケンスウケン

		公立学校 コウリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				中学校 チュウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				高等学校 コウトウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				計 ケイ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

		私立学校 シリツガッコウ		小学校 ショウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				中学校 チュウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				高等学校 コウトウガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

				計 ケイ		16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド

		計 ケイ				16年度 ネンド

						17年度 ネンド

						18年度 ネンド
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